




































































ル Cadière とジラール Girard の訴訟」から『テレーズ』の副題である「ディラグ Dirrag
神父とエラディス Eradice 嬢の物語」が生まれた（カディエール Cadière のアナグラムが




































































































































































第六章 政治的中傷パンフレット  
１） パンフレットの世界 
２） 政治的中傷パンフレット『シャルロとトワネットの恋』、1779年 
３） 『ルイ十六世の妻であるマリー=アントワネットの色情狂』、1791年 
 
第七章 『閨房哲学』とフランス革命 
１） リベルタン文学の終着点としてのサド 
２） 革命中に執筆された『閨房哲学』 
３） 「フランス人よ」のパンフレット 
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４） 『閨房哲学』に流れ込んでいる思想 
４－１）名前が明示されている人物たち 
４－２）名前が明示されていない人物たち 
５） リベルタン文学の系譜 
６） 『テレーズ』と『閨房哲学』の類似 
 
第八章 リベルタン版画 
１） 性愛を描いた版画の歴史 
２） 用語の問題 
３） 視覚の重要性 
４） 『テレーズ』の挿絵の特徴 
５） 日仏エロティックな版画の独自性 
  
第九章 リベルタン文学、リベルタン版画が果たした役割 
１） リベルタン文学の果たした役割 
２） リベルタン版画の果たした役割 
３） 批判と性と哲学 
４） 「今
．
、ここ
．．
での幸福」から社会批判 
５） リベルタン文学はなぜ十八世紀フランスに生まれたのか？ 
 
結論 
 
 
 
 
